
  

【作
者
】大
鳥 

圭
介
（一
八
三
二
～
一
九
一
一
年
）（天
保
三
十
二
～
明
治
四
十
四
年
）旧
幕
臣
・明
治
の
外
交
官
・教
育
者
・男
爵
、
播
州
赤
穂
の
人
、 

慶
応
三
年
（一
八
六
七
）官
軍
が
江
戸
に
入
る
や
一
味
を
率
い
て
脱
走
、
東
北
各
地
で
戦
い
函
館
で
榎
本
武
揚
ら
と
降
伏
後
、
明
治
政
府
に
入
っ
た
。 

 

【語
釈
】＊
鍛
冶…

鉄
を
精
錬
し
て
き
た
え
る
こ
と
。  

＊
霜
降…

霜
の
降
り
た
よ
う
に
、
白
い
斑
点
が
散
ら
ば
っ
て
い
る
文
様
。 

＊
蟠
根…

と
ぐ
ろ
を
巻
い
た
よ
う
な
根
。 

＊
錯
節…

入
り
組
ん
で
絡
み
合
っ
た
木
の
節
。 

 

【通
釈
】鉄
を
幾
百
回
と
な
く
鍛
え
て
焼
き
を
入
れ
、
研
ぎ
磨
き
そ
し
て
出
来
た
日
本
刀
は
霜
が
降
り
た
よ
う
に
輝
き
埃
一
つ
な
く
澄
ん
で
い
る
。 

日
本
刀
の
鋭
利
さ
は
誰
一
人
疑
う
者
は
い
な
い
が
、
そ
れ
は
昔
か
ら
曲
り
く
ね
っ
た
根
や
入
り
組
ん
だ
木
で
そ
の
鋭
利
さ
が
試
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 


